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新
年
を
迎
え
ら
れ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
を
中
心
に
、
立
教
百
八
十
九

年
一
月
二
十
六
日
の
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
け
て
の
三
年
千
日
、

そ
の
二
年
目
の
実
動
の
上
に
ご
尽
力
下
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新
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を
迎
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を
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、
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二
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六
日
の
教
祖
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四
十
年
祭
に
向
け
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の
三
年
千
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、

そ
の
二
年
目
の
実
動
の
上
に
ご
尽
力
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さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
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愛
媛
教
区
長

愛
媛
教
区
長

す
で
に
諭
達
第
四
号
に
、
「
仕
切
っ
て
成
人
の
歩
み
を
進
め

る
こ
と
が
、
教
祖
年
祭
を
勤
め
る
意
義
で
あ
る
」
と
お
示
し
下

さ
い
ま
す
通
り
、
愛
媛
教
区
管
内
の
皆
様
方
も
、
お
一
人
お
一

人
、
心
に
定
め
た
教
祖
年
祭
活
動
の
実
践
に
お
励
み
下
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
も
、
「
教
会
長
と
前
教
会
長
の
親

子
二
人
で
神
名
流
し
に
励
ん
で
い
る
」
、
「
毎
朝
教
会
の
玄
関

先
に
立
っ
て
行
き
交
う
車
に
向
け
て
神
名
流
し
を
行
っ
て
い
る
」
、

あ
る
い
は
「
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
戸
別
訪
問
に
廻
っ
て
い
る
」
、

ま
た
「
連
日
街
頭
に
立
っ
て
路
傍
講
演
を
欠
か
さ
な
い
」
な
ど
、

ご
本
人
か
ら
で
は
な
く
、
「
あ
の
会
長
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
教

祖
年
祭
活
動
に
励
ん
で
い
る
」
と
い
う
勇
ん
だ
声
を
お
聞
き
し
、

ま
さ
に
黙
々
と
、
三
年
千
日
の
時
旬
を
大
切
に
お
通
り
下
さ
れ

て
い
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
お
ぢ
ば
秋
季
大
祭
に
お
け
る
「
三
年
千
日
の
期
間
は

動
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
」
と
の
お
言
葉

に
続
い
て
、
教
祖
年
祭
活
動
の
仕
上
げ
と
な
る
本
年
も
、
よ
う

ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
参
加
を
お
促
し
下
さ
る
と
と
も
に
、
教
区

の
各
部
各
会
の
活
動
の
上
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

す
で
に
諭
達
第
四
号
に
、
「
仕
切
っ
て
成
人
の
歩
み
を
進
め

る
こ
と
が
、
教
祖
年
祭
を
勤
め
る
意
義
で
あ
る
」
と
お
示
し
下

さ
い
ま
す
通
り
、
愛
媛
教
区
管
内
の
皆
様
方
も
、
お
一
人
お
一

人
、
心
に
定
め
た
教
祖
年
祭
活
動
の
実
践
に
お
励
み
下
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
も
、
「
教
会
長
と
前
教
会
長
の
親

子
二
人
で
神
名
流
し
に
励
ん
で
い
る
」
、
「
毎
朝
教
会
の
玄
関

先
に
立
っ
て
行
き
交
う
車
に
向
け
て
神
名
流
し
を
行
っ
て
い
る
」
、

あ
る
い
は
「
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
戸
別
訪
問
に
廻
っ
て
い
る
」
、

ま
た
「
連
日
街
頭
に
立
っ
て
路
傍
講
演
を
欠
か
さ
な
い
」
な
ど
、

ご
本
人
か
ら
で
は
な
く
、
「
あ
の
会
長
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
教

祖
年
祭
活
動
に
励
ん
で
い
る
」
と
い
う
勇
ん
だ
声
を
お
聞
き
し
、

ま
さ
に
黙
々
と
、
三
年
千
日
の
時
旬
を
大
切
に
お
通
り
下
さ
れ

て
い
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
お
ぢ
ば
秋
季
大
祭
に
お
け
る
「
三
年
千
日
の
期
間
は

動
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
」
と
の
お
言
葉

に
続
い
て
、
教
祖
年
祭
活
動
の
仕
上
げ
と
な
る
本
年
も
、
よ
う

ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
参
加
を
お
促
し
下
さ
る
と
と
も
に
、
教
区

の
各
部
各
会
の
活
動
の
上
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
立
教
百
八
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
」

「
立
教
百
八
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
」



去
る
11
月
23
日
、

愛
媛
教
区

「
里
親
の
会
」
の
発
会
式
を
秋
晴

れ
の
中
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
本
部
里
親
連
盟
副

委
員
長
の
杉
江
健
二
先
生
、
教
区

長
を
お
招
き
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
祝

辞
、
ご
挨
拶
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

愛
媛
教
区
管
内
に
は
23
組
41
名

の
里
親
登
録
者
が
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
尊
い
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
個
々
の
活
動
を
組
織

化
し
、
互
い
に
励
ま
し
合
っ
た
り

情
報
交
換
等
を
す
る
上
で
「
里
親

の
会
」
が
役
立
っ
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
当
初
コ
ロ
ナ
禍
に
な

る
前
に
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で

す
が

３
年
越
し
の
発
足
と
な
り
、

全
教
区
中
30
番
目
の
立
ち
上
げ
と

な
り
ま
す
。

今
、
里
親
制
度
を
取
り
巻
く
現

状
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
に
宗
教
の
強
要
は
ダ
メ
!

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
預
か
っ

て
い
る
里
子
が
「
信
仰
っ
て
良
い

も
の
だ
な
ー
!
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
陽
気
ぐ
ら
し
を
実

践
す
る
こ
と
で
不
思
議
な
働
き
を

見
せ
て
頂
け
る
の
で
は
！

最
後
に
発
会
式
は
連
絡
網
（
ラ

イ
ン
）
つ
く
り
で
和
気
あ
い
あ
い

の
中
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
部

池
田
修
一
郎

立
教
187

年
11
月
23
日
、
教
祖
百

四
十
年
祭
三
年
千
日
、
二
年
目
の

こ
の
時
旬
に
、
愛
媛
教
区
福
祉
部

『
天
理
教
愛
媛
教
区
里
親
会
』
が

立
ち
上
が
り
、
発
会
式
が
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
里
親
会
々
長
の
大
役

を
受
嘱
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、

愛
媛
教
区
報
紙
面
を
も
っ
て
、
ご

挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

近
年
、
家
族
の
絆
が
弱
ま
り
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑

化
す
る
現
代
社
会
に
於
い
て
、
家

庭
の
温
も
り
の
中
で
子
ど
も
を
育

む
里
親
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

教
祖
の
御
逸
話
で
『
人
の
子
を

預
か
っ
て
育
て
て
や
る
程
の
大
き

な
た
す
け
は
な
い
』

と
お
聞
か
せ
頂
い
て
い
ま
す
。

教
区
里
親
会
の
役
目
は
、
こ
の

道
を
歩
む
里
親
と
し
て
、
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
、
研
鑽
し
、
共
に

成
人
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
率
直
に
話
し
合
え
る
場
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

里
親
の
活
動
は
、
子
ど
も
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
家
族
の

問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
家
族

の
難
渋
を
た
す
け
る
動
き
を
教
会

活
動
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、
活
動

を
広
め
進
め
て
、
お
道
の
里
親
と

し
て
陽
気
ぐ
ら
し
の
教
会
家
族
の

あ
り
方
を
、
常
に
発
信
し
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

届
か
ぬ
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
方
の
ご
参
加
と
お
力
添
え
を

賜
り
、
勤
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

愛
媛
教
区
里
親
会

会
長

合
田
義
雄
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本
年
度
の
教
区
訓
練
は
伊
予
市

の
え
ひ
め
森
林
公
園
で
11
月
28
・

29
日
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

過
去
四
回
程
実
施
し
た
場
所
で

す
が
、
今
年
度
よ
り
指
定
管
理
者

が
変
わ
り
一
か
ら
の
交
渉
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
以
前
か
ら
の
職

員
の
方
が
強
く
推
薦
し
て
い
た
だ

き
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

初
日
は
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ

り
の
生
憎
の
天
気
で
園
長
の
列
席

の
も
と
結
隊
式
を
行
い
、
す
ぐ
に

作
業
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
ク

ヌ
ギ
林
の
下
草
刈
り
、
枯
れ
木
伐

採
、
遊
歩
道
の
草
刈
り
等
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
二
日
目
は
雨
の

為
、
危
険
だ
と
い
う
判
断
で
作
業

は
中
止
し
、
教
務
支
庁
内
で
災
害

対
応
及
び
草
刈
り
機
の
取
り
扱
い

の
研
修
を
し
、
解
隊
式
と
な
り
ま

し
た
。

隊
員
に
と
っ
て
は
少
し
物
足
り

な
い
作
業
内
容
で
し
た
が
公
園
の

方
か
ら
は
次
回
も
是
非
に
と
う
れ

し
い
声
を
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
30
名
で
し
た
。
ご
協

力
頂
い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

災
救
隊
隊
長

加
藤
和
哉

立
教
187

年
11
月
30
日
～
12
月
1

日
に
か
け
て
、
青
年
会
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
歓
会

は
、
徳
島
教
区
が
開
催
県
と
な
り
、

四
国
四
県
を
代
表
す
る
青
年
会
員

約
80
名
が
名
東
大
教
会
に
集
ま
り

ま
し
た
。

青
年
会
本
部
提
唱
の
信
仰
に
よ

る
『
対
話
』
や
、
懇
親
行
事
の

『
大
運
動
会
』
を
通
し
て
、
信
仰

も
仲
も
深
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

愛
媛
教
区
か
ら
の
参
加
者
は
21

名
、
平
均
年
齢
28
歳
！
！
と
、
大

変
若
手
揃
い
で
し
た
が
、
運
動
会

で
は
総
合
成
績
４
位
…
…
。

″
真
面
目
エ
ヒ
メ
″
の
精
神
で
、

慎
み
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
愛
媛
教
区
青
年
会
、
ま

た
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
が
教
祖

年
祭
に
向
け
て
一
致
団
結
で
き
た

最
高
の
２
日
間
で
し
た
！

ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
様
、
ま
た

送
り
出
し
て
下
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

天
理
教
愛
媛
教
区
青
年
会

委
員
長

合
田
慶
三
郎

本
年
度
の
教
区
訓
練
は
伊
予
市

の
え
ひ
め
森
林
公
園
で
11
月
28
・

29
日
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

過
去
四
回
程
実
施
し
た
場
所
で

す
が
、
今
年
度
よ
り
指
定
管
理
者

が
変
わ
り
一
か
ら
の
交
渉
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
以
前
か
ら
の
職

員
の
方
が
強
く
推
薦
し
て
い
た
だ

き
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

初
日
は
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ

り
の
生
憎
の
天
気
で
園
長
の
列
席

の
も
と
結
隊
式
を
行
い
、
す
ぐ
に

作
業
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
ク

ヌ
ギ
林
の
下
草
刈
り
、
枯
れ
木
伐

採
、
遊
歩
道
の
草
刈
り
等
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
二
日
目
は
雨
の

為
、
危
険
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と
い
う
判
断
で
作
業
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中
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、
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務
支
庁
内
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災
害

対
応
及
び
草
刈
り
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の
取
り
扱
い

の
研
修
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し
、
解
隊
式
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な
り
ま

し
た
。

隊
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に
と
っ
て
は
少
し
物
足
り

な
い
作
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内
容
で
し
た
が
公
園
の

方
か
ら
は
次
回
も
是
非
に
と
う
れ

し
い
声
を
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
30
名
で
し
た
。
ご
協

力
頂
い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

災
救
隊
隊
長

加
藤
和
哉
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1
月

春
季
大
祭

お
問
い
合
わ
せ

０
８
９

９
２
１

７
３
７
２

【
法
人
関
係
諸
願
書
届
】

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

南
媛
分
教
会
（
髙
安
）

▽
宗
教
法
人
合
併
承
認
取
り
下
げ
願

陽
幡
分
教
会
（
大
江
）

▽
宗
教
法
人
合
併
承
認
願

陽
幡
分
教
会
（
大
江
）

12
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
５
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

道
前
支
部

４
件

４
、
０
０
０
円

今
治
支
部

２
件

２
、
０
０
０
円

松
山
北
支
部
１
件

２
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
３
件

５
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
７
件

４
６
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
６
件

１
２
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
３
件

８
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
７
件

１
８
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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よ
り
各
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に
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お
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一
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寄
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窓
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で
あ
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ま
す
が
、
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ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
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に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
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ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の
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一
層
の
お
心
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せ
の
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、
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し
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お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

１
月９

日

松
山
北
支
部
例
会

松
山
東
支
部
例
会

13
日

教
区
祭
（
松
山
東
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

29
日

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

教
区
研
修
会

布
教
部
例
会

30
日

移
動
例
会
（
～
31
日
）

主
事
会
・
常
議
会
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愛媛教区 三年千日スローガン愛媛教区 三年千日スローガン

愛媛っ子 いつも心に ひながたを愛媛っ子 いつも心に ひながたを
年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。

年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。

11月29日 全教野球大会11月29日 全教野球大会


